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人 を々尊重することをけっして忘れない。だからみんな
も父を尊重し、そのまわりには人が集まってきました」
　エンリコ・ナルディのひとり娘、ロベルタは父の人とな
りをそう振り返る。
 「クルマ作りもさることながら、父は既存のクルマを
チューニングし、信じられない速さを与えることに長け
ていました。実際、所轄の警察はパトカーを父のガレー
ジに持ちこみ、躍起になってチューニングに励んだもの
です。ところが日が暮れると、闇夜に乗じて窃盗団が父
のもとに現われる。父はパトカーと同じチューニングを
ドロボーさんのクルマにも施すので、結局は元の木阿弥。
いつまでたってもイタチごっこなんです（笑）」
 「私の最初のクルマはフィアット600なんですけど、ある
日、乗ってみたらものすごいチューニングが施されてい
て、まるでロケットみたいにスッ飛んで、コーナーという
コーナーでクラッシュ寸前。父はそれを見てゲラゲラ笑
うばかり。そのうちバカッ速いセイチェントを町で見か
けた好事家がやってきて、オレにもアレを売ってくれ！と
ガレージ脇に駐めた冷蔵庫色の私の600を指さすんで
す。『地下室のメロディー』のジャン・ギャバン、『狂っ
たバカンス』のウーゴ・トニャッツィ、『にがい米』で有
名なラフ・ヴァローネといった名優たちもそんな父の大

ファンでした」

 「あのウッド・ステアリングは、エンリコ・ナルディの人
生の集大成、もっと言ってよければ、彼の分身だと思うん
です」
　現在、ミラノ郊外のトラダーテでナルディのウッド・ス
テアリングを生産するNARDI-PERSONAL S.p.A.の代
表、ロレンツォ・チェロフォリーニさんは、感慨深げにそ
う語り始めた。
 「エンリコがウッド・ステアリングの製作に乗り出した
のは1950年頃のこと。優秀なテストドライバーであっ
た彼は、エボナイトや合成樹脂で作られた当時の一般
的なステアリングがどうしても気に入らなかったそうです。
ならば自分で自分の理想とするステアリングを作ってし
まおう。それがそもそもの始まりでした」
　スポーク部となるベース・フレームはアルミ製で、グリ
ップ部には木材を使用。黒

こくたん

檀やサクラなどさまざまな
素材を試し、結果的に現在も使われているマホガニーで
落ち着いた由。完成したパイロットモデルはとにかく軽
く、手が吸い付くかのような豊かなグリップに富んでい
ただけでなく、路面状況やマシーンの挙動をドライバー

エンリコの分身

につぶさにもたらす、繊細さを持ち合わせていた。かく
して、ナルディのウッド・ステアリングは誕生早 に々逸品
の仲間入りを果たし、欧州のスポーツカー・メーカーは
ナルディをこぞって採用。かつてエンリコを腹心として
抱えたエンツォ・フェラーリも、1958～66年の計8年
にわたってマラネッロ製のすべての量産スポーツカー、
フォーミュラワン、レーシングスポーツカーにナルディの
ウッド・ステアリングをおごった。そう、ルマンで250テ
スタロッサを駆ったポール・フレールも、グッドウッド
で250GTOを華麗に走らせたグレアム・ヒルも、ハリウ
ッドを250GTカリフォルニア・スパイダーで颯爽と駆
け抜けたジェームズ・コバーンも、いずれも“跳ね馬”の
コクピットで握っていたのはナルディのウッド・ステアリ
ングだったのである。
　インタビューを終え、ウッド・ステアリングの工房を訪
ねる。ここでは工員さんのひとりひとりが手作業ですべ
ての工程にあたっている由。ゆっくり、じっくりと時が流
れるその空間は、ときおり耳に届く工作機械の音をのぞ
けば、心地よい緊張と静寂に包まれる。たやすく作業に
没入することができるその場所は生産ラインというより、
むしろ“アトリエ”との形容がふさわしく、作業にあたる
人々の佇まいは、誇り高き職人のそれ。そんな彼らの

真剣なまなざしには、ウッド・ステアリングづくりに寄せ
る敬意と思慕が宿っていた。
　自動車とドライビングをこよなく愛したエンリコ・ナ
ルディは1966年8月23日、59歳でこの世を去った。
だが、その精神はいまなお、このトラダーテのアトリエに
息づいているのだった。

❶1985～2017年の32年にわたり、ナルディのトラダーテ工場でウッド・
ステアリングの生産にかかわったジュゼッペ・グリゼッティさん。ガーナ産
マホガニー材を2.5mmにスライスしたものを加熱、バームクーヘン状に
幾重にも重ねステアリング・グリップ部の原型を作る。❷アルミ製のベー
ス・フレームと重ねて接着。❸❹ステアリングらしくなってきたものを丁
寧に仕上げていく。（LM）

❺スポーク部の鏡面仕上げを丹念にかさねるマイネージさん。❻すべて
の仕上げが終了し、検品作業が済んだものからロットNo.を打刻。右側
のスポークにはE.Nardiのサインも刻まれる。❼打刻が終了した完成品
はご覧のカバーがかけられ各国に出荷される。❽こちらはPersonalブラ
ンドの革巻きステアリング。ひと針ひと針、手作業でステッチを施すの
はパオラさん。（LM）

1992年シーズン、マクラーレンMP4/7A・
ホンダに装着されたNARDI製ステアリ
ング。アイルトン・セナからも厚い信頼
が寄せられた。（NARDI）

La vita nelle vostre mani, un volante NARDI.
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